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群馬県の南西部に位置する安中市は、奇峰妙義山、清流碓氷川等を有する自然豊かな市です。長野県

との県境の山々に水源を持つ碓氷川、その支流である九十九川は、妙義山の北を並行するように東涜し

市の東端部付近で合流します。安中城は2本の河川に挟まれた段丘上に位置しています。

さて、ここに報告いたします「安中城 I• II Jは、安中市文化センター駐車場建設事業・安中市立安

中小学校校舎建て替え事業に伴い調査されました。調査原因は異なりますが、両調査地が安中城縄張り

内に隣接する一連の遺跡であること、開発主体が共に安中市教育委員会であることから、安中市文化セ

ンター駐車場建設事業に伴い調査したものを「安中城 IJ、安中市立安中小学校校舎建て替え事業に伴

い調査したものを「安中城IIJとし、本書において合わせて報告することに致しました。

安中城は、戦国時代末の16世紀半ばに安中忠政により築かれた城(中世安中城)です。この時の主

郭部は、九十九川を眼下に臨む地(太郎兵衛屋敷)に位置していたと推測されています。その後安中城

は一時廃城となりましたが、 17世紀になり徳川氏の有力家臣である井伊直勝が滋賀県彦根より移封に

なり、中世安中城とは異なる地に城(近世安中城)を再建したと言われています。今回の調査地は、近

世安中城の本丸付近と推定されます。

調査の結果、安中城 Iにおいては、中世から近世の所産と推定される大規模な堀・石組・土塁状遺構

等が確認されました。安中城Eにおいては、前出の時期の所産と推定される堀の他に、古代の集落が確

認されました。どちらの遺跡も調査面積は決して広くはありません。また、安中城Eについては、旧校

舎の建設時に破壊された遺構も多く、遺存状況は良好とは言えません。しかし、安中城の本丸付近の発

掘調査は今回が初めてであり、貴重なデーターの集積がなされたことも事実です。これらの資料が、郷

土安中市の歴史解明の一助となることを願って止みません。

最後になりましたが、調査に参加された皆様、報告書刊行に至るまでご指導・ご協力をいただいた多

くの方々に、厚く御礼申し上げ序と致します。

平成23年3月25日

安中市教育委員会

教育長中津四郎
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l 本書は、安中市文化センター駐車場建設事業・安中市立安中小学校校舎建て替え事業に伴う埋蔵文

化財発掘調査報告書である。前者に伴い調査を実施したものを安中城 I、後者に伴い調査を実施した

ものを安中城Eと呼称している。

2 調査地は安中城 Iが群馬県安中市安中222-1、安中城Eが群馬県安中市安中3-10-43他である。調

査面積は安中城 Iが約240r昔、安中城Eが約470mである。

3 安中城 Iは安中市文化センターの委託を受けて、安中城Eは安中市教育委員会総務課の委託老受け

て、安中市教育委員会学習の森が発掘調査を実施した。

4 確認調査については国庫補助金・県費補助金により実施した。本調査及び整理作業については、原

因者である安中市教育委員会の負担により、安中市教育委員会学習の森が直営で実施した。

5 調査期間

安中城 1 0確認調査平成21年度 平成21年5月14日~平成21年6月5日

0整理作業平成21~22年度平成21年 6 月 8 日 ~23年 1 月 31 日まで断続的に実施

安中城II 0発掘調査平成21年度 平成21年7月17日~平成21年7月31日

0整理作業平成21~22年度平成21年 8 月 3 日 ~23年 1 月 31 日まで断続的に実施

6 出土遺物・資料類は安中市教育委員会が保管している。

7 両遺跡とも、発掘調査・整理作業は壁伸明(安中市教育委員会学習の森文化財係主査〉が担当した。

8 発掘調査に従事していただいたのは、次の方々である。(敬称略)

岩坂康男 鬼形敦子 小野 毅 須藤利夫 須藤はるの 高橋修二

橋爪千昭 萩原員一 林知噴 藤井みゆき

9 両遺跡とも、基準杭測量は大成測量(株)に委託した。

10 遺構写真の撮影は壁が行った。遺跡の航空写真撮影は、両遺跡とも(株)テクノプラニングに委

託した。掲載遺物の撮影は壁が行った。

11 整理作業の分担は以下のとおりである。

遺物接合・復元 小野 毅 須藤利夫 須藤はるの 多胡わぐり

橋爪千昭

遺物実測・拓本・トレース 鬼形敦子 中里徳子 藤井みゆき

遺構図作成 鬼形敦子 中里徳子 藤井みゆき

遺物観察・編集・執筆他 壁 伸明

12 遺物実測・トレース・遺物観察表作成の一部在(有)前橋文化財研究所に委託した。

13 発掘調査及び整理作業にあたっては、次の方々・機関よりご教示・ご協力をいただいた。記して

感謝の意を表します。(敬称略・順不同)

有山径世 柴田洋孝 高橋清文 谷藤保彦 大工原豊 三浦京子

鈴木建設 (有)毛野考古学研究所

14 調査組織

安中市教育委員会事務局(平成21年度〉

教育長 中津四郎

教育部長 本多英夫

学習の森所長(参事) 小島成公

文化財係長(課長補佐) 藤巻正勝(事務総括)

主査 蜂須賀まゆみ(経理担当〉

主査(文化財保護主事) 壁伸明(調査担当)

主査(文化財保護主事〕 千田茂雄

主査(文化財保護主事〉 深町真

主査(文化財保護主事) 井上慎也

主事補 小此木克之



安中市教育委員会事務局(平成22年度)

教育長 中津四郎

教育部長 本多英夫

学習の森所長 神宮裕子

文化財係長(課長補佐〕 藤巻正勝(事務総括)

主査 蜂須賀まゆみ(経理担当)

主査(文化財保護主事〕 壁伸明(調査担当〉

主査(文化財保護主事) 深町真

主査(文化財保護主事) 井上慎也

主事 小此木克之

主事補 菅原龍彦

凡例

1 各遺構図方位記号は国家座標の北を表している。座標系は国家座標第医である。

2 遺構断面図、等高線に付した数字は標高を表す。

3 遺構実測図の縮尺は1/60を基本としている。これ以外については図中に縮尺を記した。

4 遺物実測図の縮尺は、縄文土器1/3、瓦・石臼1/6、その他1/4を基本としている。これ以外につい

ては図中に縮尺を記した。

5 図中のスクリーントーン は焼土、惑語、は炭化材の範囲を示している。

6 縄文土器のうち、図中の土器断面に・を付しであるものは繊維土器を表している。

7 遺物の観察については縄文土器は文章で、それ以外は遺物観察表を用いて記した。遺物観察表内の

( )は推定値を、く 〉は残存値を示している。

8 土層説明中の記号・略称は次のとおりである。

土層名称及び量の基準:I新版標準土色帖」による。

色調<:より明るい方向を示す(暗<明)。

しまり、粘性(Q!:あり 0:やゃあり ム:あまりない x:なし

混入物の量 (Q!:大量 (30~50%) 0: 多量(l5~25%) ム:少量 (5~1O%) ※:若干(l~3%)

x ..なし

混入物 RP:ローム粒子(溶け込んだ状態) RB:ロームブロック(固まりの状態)

YP:浅間板鼻黄色軽石

9 本文及び表中等で示す火山灰の名称は、以下の記号を用いている。

浅間A軽石:As-A 浅間B軽石:As-B 浅間C軽石:As-C 浅間板鼻黄色軽石層:As-YP 

10 遺物分布図に用いた記号は以下のとおりである。

lOg 100g 1000g 

須恵器 坪・高坪系 口 口 口

須恵器 護・壷系 。 。 。
須恵器 芸 く〉 く〉 。
布目瓦 ム ム ム

土師器 坪・高坪系 • • • 
土師器 聾・壷系 • • • 
11 遺構図中の遺物に付した番号は、出土遺物図の遺物番号に対応している。
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第 1章経過

第1節調査に至る経過
群馬県安中市は、奇峰妙義山・清流碓氷川等を有する風光明婦な地である。安中城は、碓氷川とその

支流である九十九川とに挟まれたなだらかな段丘上に位置している。近世安中城の本丸I止と推定される

付近には、現在安中市文化センター(以下文化センター)と安中市立安中小学校(以下安中小学校)が

建築されている。それぞれの調査経過は以下のとおりである。

(1)安中城 1 (文化センター駐車場建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査)

平成21年4月10日、文化センターより安中市教育委員会学習の森(以下学習の森)に、駐車場建設

事業に係る埋蔵文化財に関しての照会があった。開発予定地周辺は、近世安中城の本丸付近と推定され、

近年まで堀の形状が確認できた場所である。そのため、学習の森は4月24日付、確認調査が必要であ

る旨を回答した。 5月8目、文化センターより確認調査依頼書が提出された。これを受け、 5月14日

~6 月 4 日確認調査を実施した。調査の結果、想定されたとおり安中城に関連すると考えられる堀が検

出された。しかし、今回の駐車場造成工事内容が、土盛りを行うこと、舗装を行わず砂利敷きの駐車場

であることから、確認された遺構は保護されるものと判断し本調査は実施しなかった。

(2)安中城11 (安中小学校校舎建て替え事業に伴う埋蔵文化財発掘調査)

平成21年7月l目、安中市教育委員会総務課(以下総務課)より学習の森ヘ、安中小学校校舎建て

替え事業に係る埋蔵文化財について照会があった。開発予定地は現在校舎が建設されている場所であり、

校舎建設時に遺構が破壊されている可能性が高いが、堀等の掘り込みの深い遺構の一部は遺存している

可能性が考えられたため、学習の森は7月3日付確認調査が必要である旨を回答した。同日、総務課よ

り確認調査依頼書が提出された。これを受け、 7 月 9 日 ~17日に確認調査を実施した。結果、遺存状

況は不良であったが、古代の竪穴住居祉群と中世~近世の溝2条等が確認された。総務課と学習の森の

協議の結果、計画の変更は不可能であるという結論に達したため、発掘通知等の法的手続きを行いなが

ら、引き続き7月31日まで本調査を実施し記録保存を図ることとした。

第2節発掘作業の経過
(1)安中城 I

今回の開発地域に、安中城関連の堀が存在することは、安中城縄張り図と現在の地形を合わせ考えて

みると、 lほまぼ

l凶4日にパツクフオ一を搬入しトレンチの掘削ZをE開始した。 l号トレンチは堀の規模を確認するため、

やや広い幅で、堀の底部まで完掘した。一方、 2号トレンチは l号トレンチと合わせ、方向を確認する

ため、幅を狭くし堀の肩までの掘削とした。遺構の平面測量は平板測量を基本とし、スケールは堀

1140、全体図1/100とした。断面測量については原則1/20で行った。遺構の記録写真は、35mmカラーフィ

ルム・白黒フィルムで壁が撮影を行った。作業風景等も適宜撮影した。 5月26日には航空写真撮影を

実施した。全ての調査が終了した6月3日より埋め戻しを開始した。

(2)安中城E

本遺跡は、試掘調査等より古代の集落遺跡と、中世~近世の域館I止と想定されていた。本調査では、

確認調査トレンチの遺構が検出された部分をパックフォーにより拡張した。表土掘削後、ジ、ヨレンによ

るプラン確認を行い、各遺構の精査を実施した。遺構の調査は安中城 Iに準じた方法で、行った。各遺構

の精査が終了した7月29日に航空写真撮影老実施した。その後パックフォーにより埋め戻し、 7月31

日現地調査を終了した。

第3節整理作業の経過
整理作業は、発掘調査で得られた図面・写真・出土遺物を整理し、各遺構・遺物の状態が客観的に把

握できるように資料化することを主目的として実施した。両遺跡とも、現地調査終了後、次のような方

法で実施した。



出土遺物は全て水洗いを行い、小破片を除いて注記した。注記には下記のような略記号を使用した。

遺跡名 安中城 I→D27 安中城E→D28、古代住居跡→H、溝→M、土坑→D、集石→s
接合・復元は可能な限り行った。接合にはセメダインC/i:、復元には必要に応じてエポキシ系樹脂修
復剤(パイサム)を用いたが、基本的には補強を目的としているため、必要最小限の復元にとどめてい

る。

遺物の接合・復元と並行して、図面基礎整理・各種台帳整理・写真整理等も実施した。遺物実測・ト

レース・遺物観察・写真撮影は、原則直営で行ったが、土器・石器の一部を(有)前橋文化財研究所に

委託した。遺構図・遺物実測図はイラストレーターでデジタルトレースを行い作業の効率化を図った。

第2章 遺跡の位置と環境

第1節地理的環境
安中市は関東平野の周辺部である群馬県の南西部に位置している。長野県との県境付近に源を発する

碓氷川と、その支流である九十九川は、並行するように市内を西より東方向へ流下する。それぞれの河

川の両側には河岸段丘が発達し、河川に並走するように丘陵が延びている。本遺跡が位置するのは、碓

氷川と九十九川に挟まれた中位段丘(安中面・原市面)東端部分であり、本遺跡の東で両河川は合流し

ている。本遺跡地の北側には、九十九川との聞に急峻な傾斜地が存在している。東側から南側にかけて

は、北側ほどではないが傾斜地が存在する。このように、遺跡地周辺は西側を除き、河川!と傾斜地に固

まれた要害の地である。

第2節歴史的環境
本遺跡周辺においては、安中城関連の遺跡以外にも、古墳~奈良・平安時代を中心に多くの遺跡が確

認されている。それらの遺跡について各時代の概要を概観する(括弧内数字は第 1表及び第 l図に対応

する)。

縄文時代では、植松・地尻遺跡 (3)において、草創期と推定される有舌尖頭器と中期の土坑と遺物

が確認されている。地尻遺跡 (4)においても、中期の土坑と遺物が確認されている。また西町・谷津

遺跡 (6)では、遺構は確認されていないが、前期から後期の土器が出土している。確認されている遺

構や遺物は多くはないが、本遺跡周辺には前期から後期にかけて小規模集落が営まれていた可能性が考

えられる。

弥生時代では、植松・地尻遺跡において中期後半の住居士止が確認されている。三本松遺跡 (18)で

は中期前半の土器が出土している。また、中宿在家遺跡(13)では、遺物包含層中から後期の土器が

出土している。さらに山峰遺跡(19)、下原・費神遺跡 (20)においては、後期から古墳時代初頭にか

けての集落が確認されている。

古墳時代では、植松・地尻遺跡において集落が確認されている。また、古墳も安中4号墳・安中7号

墳などが存在している。

奈良・平安時代では、地尻・地尻E遺跡、地尻E遺跡 (5)、植松・地尻遺跡において集落が確認さ

れている。また、碓氷川右岸の上位段丘上では、堀谷戸遺跡 (17)、西殿遺跡(16)、下原・費神遺跡

において、当該期の集落が確認されている。

中世以降では、地尻・地尻E遺跡、西町・谷津遺跡において安中城関連の堀が検出されている。

-2-
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遺跡名 !日 縄文 弥生 古墳
奈良 Z 世中 近位 備考

石 早早前中後晩 中後 前中後終

I安中城 I ム ム 本書報告遺跡

2安中城E ※ ※ 。 。 ム ム 本書報告遺跡

3植松・地尻 ※ ム 。 。 。 。 。

411也尻 .1也尻E ム 。 。 ム ム 安中城関連・館土[上

5地尻皿 。 。 集落

6西町・谷津 ム ム 安中城関連

7上野尻 ム ム ム 中世の大溝(水路)

8品別当瓦塔出土地 ※ 

9桃山瓦塔出土地 ※ 

10 大島田 ム 水田土止

11 めおと塚古墳 。 安中14号墳

12 悪途東 ム 。 古墳

13 中宿在家 ※ 。 。 。 水田祉・館t止

14 中宿在家E 。 。 。 水田祉・館I止

15 野殿北屋敷 。 館土ll:

16 西殿 。 。 。 集落

17 堀谷戸 。 。 。 ム 集落

18 三本松 ※ 中期壷出土

19 山峰 。 。 。 集落

20 下原・萎神 。 。 。 。 。 集落

。大規模な遺跡(集落・古墳等) 0中規模な遺跡(住居祉・牧関連等)
ム小規模な遺跡(土坑・溝等) ※遺物が出土した遺跡

第1表周辺の遺跡一覧

三~'~

S二1:2， 000 

第2図 安中城 I. II調査区位置図
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第3章調奇の方法

第1節調査の方法
発掘調査の方法・手順はほぼ通例に準じているが、一部安中市教育委員会が実施している独自の方法

を採用した。

ノtックフォーによる表土掘削後、ジ、ヨレンを用いて遺構確認を行った。グリッドについては、安中城

Iでは設定しなかった。安中城Eでは、開発区域全域に一辺4mのグリッドを設定した。 Xニ 37088、

Yニ 84156を北西隅に持つグリッドを 1Aグリッドとし、東方向へは数字で、 1• 2 • 3・・・とし、

南方向へはアルファベットでA・B. C .・・とし、組み合わせて表記した。また、各グリッドをさら
に a~d の 4 区に分割した(第11 図参照)。検出された遺構については、遺構の内容に応じた精査を行い、

土層断面・遺物出土状況・完掘状況を、カラーフィルム・モノクロフィルム (35rnrn)で撮影した。住

居祉は「分層16分割法」により、層位毎に掘り下げ遺物を取り上げた。また、床面又は堀・溝底面直

上より出土した遺物の一部は、その位置・高さを記録した。

出土遺物は、洗浄した後、出土位置等を注記した。注記された遺物について、器種分類及び計測・計

量を行い、各種台帳を作成した。資料整理作業全般及び報告書作成には、積極的にパソコンを使用し、

図版の作成・データ処理等を行った。

第2節基本層序
安中城 Iでは、通常周辺地域で確認できるAs-A・As-B混土層や一次堆積層は殆ど確認されなかっ

た。表土の黒色土を一度掘削し、客土をしているものと思われる。安中城Eは旧校舎が建設されていた

場所であり、やはり As-A • A s-B混土層や一次堆積層は確認されなかった。また、旧校舎基礎部分及
びその周辺部の地山は大きく壊されており、場所により土層状況は異なる。遺構の確認は、基本的には

E層上面で行ったが、場所によっては基礎のコンクリートや撹乱の土砂などを取り除いた面が確認面と

なっている。

I層

第 I層階褐色土客土。 As-A・瓦磯等が混入する場合もある。

E層~ 第E層黒褐色土部分的に遺存する。 As-Bより下位の土層。

E層 遺構 第E層 日音褐色土 ローム土への漸移層。

第N層黄褐色土やや粘性を持つローム土。

N層

第3図基本土層模式図

第4章遺構と遺物

(安中城 1) 

第1節概要
確認調査であり、安中城に関連する堀の一部分をトレンチ状に掘削したのみである。そのため、出土

遺物も少量である。

第2節中世~近世
1号トレンチで大規模な堀が、 2号トレンチで石組・土塁状遺構が検出された。

-5-
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A~A' B~B' 

層番 層名

1層 1OYR4/1 褐灰色土
2層 10YR2/2 黒褐色土
3層 10YR4/3 にふ、い黄褐色土

4層 10YR4/2 灰黄褐色土
5層 1OYR4/3 にふ、い黄褐色土

6層 10YR4/2 灰黄褐色土
7層 1OYR4/3 にぶい黄褐色土
8層 10YR3/4 H音褐色土
9層 1OYR4/6 褐色土
10層 10YR4/3 にぶい黄褐色土
11層 10YR4/4 褐色土
12層 10YR3/3 暗褐色土
13層 10YR4/4 褐色土
14層 10YR3/4 H音褐色土
15層 10YR4/6 褐色土
16層 10YR4/2 灰黄褐色土
17層 10YR3/2 黒褐色土
18層 10YR3/3 時褐色土
19層 10YR3/2 黒褐色土
20層 10YR6/2 灰黄褐色土
21層 10YR2/3 黒褐色土
22層 10YR5/3 にぶい黄褐色土
23層 10YR2/2 黒褐色土
24層 10YR3/2 黒褐色土
25層 10YR3/4 暗褐色土
26層 10YR3/3 暗褐色土
27層 10YR4/4 褐色上
28層 1OYR3/3 暗褐色土
29層 10YR3/4 日音褐色土

30層 1OYR4/4 褐色土
31層 1OYR3/1 黒/<tll色土
32層 7，5YR3/2 黒褐色土
33層 10YR3/1 黒褐色土
34層 10YR3/1 黒褐色土
35層 10YR3/1 黒褐色土
36層 1OYR2/3 黒褐色士
37層 7.5YR2/3 極暗褐色土
38層 10YR4/4 褐色土
39層 10YR2/1 黒色土
40層 10YR2/3 黒褐色土
41層 10YR2/1 黒色土
42層 1OYR6/4 にぶい黄燈色土
43層 7.5YR3/3 暗褐色土
44層 10YR6/4 にぶい黄櫨色土
45層 7.5YR3/1 黒渇色土
46層 1OYR3/4 暗褐色土
47層 10YR3/3 暗褐色土
48層 10YR4/4 褐色土
49層 1OYR4/1 褐灰色土

C~C 

層番 層名

l層 10YR4/3 にぶい黄褐色土
2層 10YR3/2 黒褐色土
3層 10YR5/4 にぶい黄褐色土
4層 10YR3/2 黒褐色土
5層 1OYR3/2 J烈<!:l色土
6層 1OYR6/2 !天黄褐色土
7層 1OYR3/3 暗褐色土
8層 10YR3/4 日首褐色土
9層 10YR3/1 黒褐色土
10層 7.5YR4/3 褐色土
11層 7.5YR3/2 黒褐色土
12層 1OYR3/4 陪褐色土
13層 10YR5/6 黄褐色土
14層 7.5YR3/3 日音褐色土
15層 10YR5/4 にぶい黄褐色土
16層 10YR2/2 黒褐色t
17層 1OYR6/4 にぶい黄櫨色土
18層 10YR4/2 灰黄褐色土
19層 10YR5/4 にぶい黄褐色土
20層 1OYR4/2 灰黄褐色土
21層 10YR6/4 kぶい黄樟色土
22層 1OYR3/1 黒褐色土
23層 10YR6/6 明黄褐色土
24層 1OYR5/3 にぶい黄褐色土
25層 10YR6/4 iぶい黄燈色土
26層 10YR3/4 時褐色土
27層 10YR4/6 褐色土
28層 10YR3/3 暗褐色土
29層 10YR3/4 暗褐色土

色調 しまり 粘性
RP RB 

1>49 ム ム ム ム
2>23 ム ム ※ ※ 

5く3<10く7 ム 。ム ム
6>4>16 ム ム ム ※ 

5く3<10く7 ム ム ム ※ 

6>4>16 ム ム ム ※ 

7>10>3>5 ム ム ム ム
8>14>29>25>46 ム ム ム ※ 

9>15 ム 。ム 。
7>10>3>5 ム ム ム ※ 

13>11>38>27>30>48 ム ム ム ム
12>47>26>28>18 ム ム ム ム
13>11>38>27>30>48 ム 。ム 。
8>14>29>25>46 ム ム ム ム
15く9 ム 。ム 。
16<4<6 。ム ム ※ 

17>24>19 ム ム ※ ※ 

18く28<26<47<12 ム 。 ※ ※ 

19く24く17 ム ム ※ ※ 

ム ※ X × 

36>21>40 。。※ ※ 。ム ム ※ 

23く2 。。※ ※ 

17>24>19 ム ム ※ ※ 

8>14>29>25>46 ム ム ム ※ 

12>47>26>28>18 ム ム ※ ※ 

13>11>38>27>30>48 。ム ム ※ 

12>47>26>28>18 。ム ※ ※ 

8>14>29>25>46 。ム ※ ※ 

13>11>38>27>30>48 。。ム ※ 

31く34<33<35 。ム ※ ※ 。 ム ※ ※ 

31く34<33<35 。ム ※ ※ 

31<34く33<35 。ム ※ ※ 

35>33>34>31 。ム ※ ※ 

36>21>40 。ム ム ※ 。ム ※ ※ 

13>11>38>27>30>48 。ム ※ ※ 

39>41 。ム ※ ※ 

40<21<36 。ム ※ ※ 

41<39 。ム ※ ※ 

42>44 。。。。。ム ※ ※ 

44<42 。。。。。。※ ※ 

46く25<29く14<8 。。※ ※ 

12>47>26>28>18 ム 。 ※ ※ 

48<30<27<38く11<13 ム 。 ※ ※ 

Lー←
49<1 I ，6 I 0 ※ ※ 

色調 しまり 粘性
RP RB 

ム ム ム ム
5>2>4 ム ム ※ ※ 

3>15>19 ム 。。 ※ 

4<2<5 ム ム ※ ※ 

5>2>4 。ム ※ ※ 

ム ※ X × 

7>28 ム ム ※ ※ 

26>8>12>29 ム 。 ※ ※ 

9<22 。ム ※ ※ 。 ム ム ※ 。ム ※ ※ 

26>8>12>29 。ム ※ ※ 。。。。。ム ※ ※ 

3>15>19 。。ム ※ 。ム ※ ※ 

21>17>25 。。。。
18く20 。ム ※ ※ 

19<15<3 。ム ム ※ 

20>18 。ム ※ ※ 

21>17>25 。。。。
22>9 。ム ※ ※ 。。ム ※ 。ム ※ ※ 

25く17く21 。。。。
26>8>12>29 。。ム ※ 。。ム ム
28く7 。ム ※ ※ 

29く12<8く26 。ム ※ ※ 

第7図 2号トレンチ実測図(2) 
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混入物
(備考)

YP As-A As-B As-C 
※ ム ※ ※ 最近の盛土。

※ ム ※ ※ 

※ ※ ※ ※ 

ム ム ※ ※ 

ム ※ ※ ※ 

ム ム ※ ※ 

ム ※ ※ ※ 

ム ※ ※ ※ 

※ ※ ※ ※ 

※ ※ ※ ※ 

※ ※ ※ ※ 

ム ※ ※ ※ 

ム ※ ※ ※ 

※ ※ ※ ※ 

ム ※ ※ ※ 

※ ※ ※ ※ 

※ ム ※ ※ 

ム ※ ※ ※ 

※ ム ※ ※ 

× 。 X × As-A 次堆積
※ ※ ※ ※ 

※ × ※ ※ 

ム X ※ ※ 

※ ム ※ ※ 

※ ※ ※ ※ 

※ ※ ※ ※ 

※ × ※ ※ 

※ × ※ ※ 

※ × ※ ※ 

※ 〉く ※ ※ 

※ × ※ ※ 

※ × ※ ※ 

※ × ※ ※ 

※ 〉く ※ ※ 

※ × ※ ※ 

※ X ※ ※ 

※ × ※ ※ 

※ × ※ ※ 

※ × ※ ※ 

※ × ※ ※ 

※ × ※ ※ 

※ × ※ ※ 

※ × ※ ※ 

※ × ※ ※ 

※ × ※ ※ 

※ × ※ ※ 

※ × ※ ※ 

※ × ※ ※ 

※ x ※ ※ 

混入物 (備考)

YP As-A As-B As-C 
ム ※ ※ ※ 

※ ム ※ ※ 

※ ※ ※ ※ 

※ ム ※ ※ 

ム ※ ※ ※ 

X 。 ※ ※ As-A一次堆積。
※ × ※ ※ 

※ × ※ ※ 

※ X ※ ※ 

ム × ※ ※ 

ム × ※ ※ 

ム × ※ ※ 

ム × ※ ※ 

※ × ※ ※ 

ム X ※ ※ 

ム × ※ ※ 

ム × ※ ※ 

※ × ※ ※ 版築

ム × ※ ※ 

※ × ※ ※ 

ム X ※ ※ 

※ × ※ ※ 

ム X ※ ※ 

※ × ※ ※ 

ム × ※ ※ 

ム × ※ ※ 

ム X ※ ※ 

※ × ※ ※ 

※ × ※ ※ 
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(安中城II)

第1節概要
縄文時代では、前期~中期にかけての土器片・石器が少量出土したが、遺構の検出には至っていない。

古代では、奈良時代そ中心とする住居吐13軒が検出された。しかし、旧校舎の基礎部分及びその周

辺は、遺構が破壊されている場合が多く、遺存状況は全体的に不良である。

中世~近世では、安中城に関連すると考えられる堀・土坑等が検出された。

以下、遺構が検出された古代・中世~近世について詳述する。なお、縄文時代の遺物については、代

表的なものを「遺構外出土遺物」とし報告する。

第2節古代
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口口口口口口

Pit-2 •••••• 
堀方・

口口口口口口口口口
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重量分布

1層

2層

3層

一括 圃・置・・........
口口口口口口

000  

000000。

01:  1202m 

o 1:60 2m 



( 1 )竪穴住居杜

①H1号住居士止(第12・13図、第5表、 PL. 2) 

位置調査区東端、 14Aグリッド他に位置する。東側の一部を2号溝に、西側の一部を擾乱に壊さ

れている。 形状・特徴長方形と考えられる。東西4.60m(推定)x南北3.60mX深さO.55m。
カマド 東部に焼土が集中する部分がある。南東コーナー付近には貯蔵穴と考えられる土坑も確認さ

れており、東壁やや南寄りに付設されていた可能性が高い。 遺物 須恵器碗・蓋等が、西半及び土坑

付近を中心に出土している。 時期 8世紀後半と考えられる。

主主主主ず3

、

10 

干一一ヒ=d_......L:竺幸三三コご 13t~~二三-~

fl 

17 

。 1:4 20cm 

第13図 Hl号住居士止出土遺物
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H-1号住居社

番号 器種 出土位置 法量(cm) ①焼成②色調③胎土佐残存 成・整形技法の特徴

1 須恵器 口径 13.3 ①普通/還7G ②灰黄褐色 ③ 外面糠櫨成形、底部回転箆起こし後、箆撫でに
珂t 底径 8.8 砂粒、黒色粒、石英微量混入 内面糠櫨成形。

器高 4.2 ④4/5 

2 須恵器 口径(14.6)①やや不良/還冗 ②灰白色 外面糠櫨成形、体部下位回転箆自IJり。底部回転箆起こし。
土不 底径 (9.3)③砂粒、石英微量混入 ④1/3 内面 車産櫨成形。

器高 3.6 

3 須恵器 口f圭(13.8)①普通/還冗 ②褐灰色 ③砂 外面 犠纏成形、体部下位~底部回転箆削り。一部に自然紬付
主不 底径(10.2)粒、黒色粒、石英若干混入 着。

器高 3.2 ④2/5 内面糠櫨成形。

4 須J恵器 2区I層 口径(13.4)①普通/還フc(I褐灰色 ③砂 外面磯櫨成形、体部下位底部摩滅のため不明瞭。
主不 底径 3.6 粒混入 ④1/5 内面磯纏成形。

器高(10.0)

5 須恵器 口f壬 9.6 ①良好/還元 ②褐灰色 @砂 外面 糠櫨成形、底部箆起こしワ後箆撫で。荷台貼り付け。
碗 底径 7.2 粒、石英微量混入 ④ほぼ完形 内面糠櫨成形。

器高 4.0 

6 須恵器 15区3層 口径.13.7 ①やや不良/還フE ②灰白色 外面糠櫨成形、底部回転糸切り。荷台貼り付け。

碗 底径 7.2 ③砂粒、石英・雲母微量混入 内面糠櫨成形。
器高 5.7 ②2/3 流れ込みか。

7 須恵器 口f圭(12.4)①やや不良/弱還元 ②にぶい 外面 纏糠成形、底部撫で(切り離し法不明)。荷台貼り付け。
碗 底径 (6.5)黄燈色 ③砂粒・白色粒混入 内面 事車線成形。

器高 5.0 ④1/3 流れ込みか。

自 須恵器 口径(12.4)①やや不良/酸化 ②淡燈色 外面擁櫨成形、底部回転糸切り。 I司台貼り付け。

碗 底径 (6.0)Q:砂粒・軍事混入 ④1/4 内面纏櫨成形。
器高 5.2 流れ込みか。

9 須恵器 口径一 ①やや不良/還元 ②灰白色 外面磯櫨成形、底部回転糸切り。向台貼り付け。
碗 底径 6.9 ③砂粒、磯、石英・雲母微量混 内面糠擁成形。

器高 <3.2>入 ④体部下位~底部1/5 流れ込みか。

10 須恵器 口千歪(15.0)。良好/還元 ②暗灰色 @砂 外面磯櫨成形、甲部箆削り。摘み貼り付け。

蓋 摘み径 4.6粒混入 ④ほぼ完形 内面磯櫨成形。
器高 3.2 

11 須恵器 口f圭 15.4 ①普通/還元 ②灰色 ③砂 外面犠櫨成形、甲部上半箆削り。摘み貼り付け。
蓬 摘み径 3.6粒、雲母微量混入 ④2/3 内面較纏成形。

器高 2.8

12 須恵器 8区3層 口径 17.0 ①普通/還7G ②灰白色 Q:砂 外面媛轍成形、甲部上半箆削り。摘み貼り付け。

蓋 一括 摘み径 4.8粒、石英微量混入 ④1/4 内面糠轍成形。
器高 2.3

13 須恵器 口径一 ①良好/還冗 ②灰色 ③砂 外面穂櫨成形。摘み貼り付け。

蓋 摘み径(6.8:粒・黒色粒混入 @摘み部破片 内面礎櫨成形。
器高<1.2> 

14 須恵器 ロf圭(28.6)①普通/還元 ②灰白色 ③砂 外面貌纏成形。
盤 底径 粒混入 ④口辺部破片 内面 様車車成形、口辺部に 1条の沈線。

器高 <3.5> 内外面に指頭圧痕有り。

15 土師器 堀方一括 口f圭(14.2)。普通 ②にぶい赤褐色 Q:砂 外面 口辺部横撫で、服部箆自Ijり。
護 底径 粒、白色粒・雲母微量混入 ④ 内面 口辺部横撫で、胴部箆撫で。

器高く6.6>口縁部~胴部上位破片

16 土師器 6区2層 口径一 ①普通 ②にぶい燈色 ③砂粒 外面箆削り。

窪 6区3層 底径 4.4 混入 ④E阿部中位~底部1/8 内面箆撫で。
7区3層 器高く15.4>

17 砥石 長さ16.2 幅6.7 厚さ8.25 重さ1，348g

第5表 Hl号住居士止出土遺物観察表

②H2号住居牡(第14・15図、第6表、 PL. 2) 
位置調査区西寄り、 6Fグリッド他に位置する。東側の一部を撹乱に壊されている。 形状・特徴

南北に長い長方形と考えられる。東西2.60m(推定)x南北4.15mx深さO.lm。 カマド東壁に付
設されていた可能性が高いが、詳細は不明。 遺物 須恵器長頚壷・蓋等が出土している。 時期 8 

世紀と考えられる。

這己十三ヨ
耕輔組

4岳民
2 

第14図 H2号住居祉出土遺物
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H-2号住居士止

番号 器種 出土位置 法量(cm) ①焼成②色調③胎士④残存 成・整形技法の特徴

l 須恵器 9区2層 口f歪(13.4)①良好/還7G ②灰色 Cs:砂 外面貌櫨成形、体部下位底部箆削り。 部に自然紬付着。
珂て 底径 (9.6)粒、黒色粒・白色粒若干混入 内面磯櫨成形。

器高 4.1 ④1/5 

2 須恵器 口径(14.4)①i窒冗 ②灰色 ③白色粒、黒 外面糖櫨成形、甲部回転箆削り。溶浮付着。
蓋 摘み径 色粒混入 ④甲部~口縁部 内面轍櫨成形。

器高 1/3 

3 須恵器 口径 ①普通/還元 ②灰白色 ③砂 外面糠櫨成形。
軍士 底径 粒・黒色粒混入 ④頚部破片 内面較櫨成形。

器高<10.6>

第6表 H2号住居士止出土遺物観察表

(五
重量分布
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第15図 H2号住居牡実測図

③H3号住居I止(第16・17・18図、第7表、 PL. 2) 

位置調査区西寄り、 4Fグリッド他に位置する。 形状・特徴

mX深さO.15m。 カマド東壁中央付近に付設されている。

ている。 時期 8世紀半ばと考えられる。

南北に長い長方形。東西3目45mX南北4.45

遺物須恵器坪等が、北半を中心に出土し

A~A' c~c' 

同醤 眉名 色調 しまり 粘性 混入物
備考

RP I RB I YP I As-A I As-B I As-C炭化物焼土

1層 lOYR3!2 黒褐色土 1>9 。。※※ ['， I X ×※  ム ※ 

2眉 lOYR:-3!3 R昔褐色土 。。ム※ ※×  ×※  ※ ※ 
3眉 10YR4!2 灰黄褐色土 。。ム 0 ※×  ×※  ム ※ 

4層 7.5YR3!2 鳥栖色土 ム 。※※  ※ x ×※  ※ ム
5眉 7.5YR3!3 暗褐色土 。。ム※ ※×  ×※  ※ ム
6目 7.5YR4!3 褐色土 。。ムム ※×  ×※  ※ ム
7届 5YR3/3 暗赤褐色士 ム 。0 ム ム× ×※  ム 。
8居 7. 5YR3/ 1 黒褐色土 。。※ A ※ x ×※  ※ ※ 
9居 10YR3!1 黒褐色土 9く 1 。。※※ ム× ×※  ※ ※ 捌りすぎ、本層上商が床

第16図 H3号住居士止実測図(1 ) 
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第17図 H3号住居牡実測図(2 ) 
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第18図 H3号住居士止出土遺物
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H-3号住居社

番号 器種 出土位置 法量(cm) ①焼成②色調③胎土④残存 成・整形技法の特徴

l 土師器 竃袖 口径 15.0 ①普通 ②燈色 ③砂粒、白色 外面 口辺部横撫で、体部~底部箆削り。
土干 底径 粒・雲母混入 ④1/3 内面箆撫で? (不明瞭)。

器高 4.1

2 須恵器 口径 13.4 ①良好/還元 ②灰色 ③砂 外面糠礎成形、体部下位~底部箆削り後部箆撫で。
土干 底径 8.0 粒、白色粒微量混入 ④ほぼ完 内面貌櫨成形。

器高 3.6 形

3 須恵器 口径 12.8 ①良好/還フE ②灰色 ③砂粒 外面擁櫨成形、体部下位~底部箆削り。
長不 底径 8.7 混入 ④ほぼ完形 内面離櫨成形。

器高 4.4 内外面とも 部に自然利付着。全体に歪み有り。

4 須恵器 口径(19.6)①良好/還元 ②灰色 ③砂 外面擁櫨成形、底部回転箆削り。向台貼り付け。

碗 底径(13.6)粒、白色粒微量混入 ④1/5 内面糠纏成形。
器高 4.7

5 土日市器 竃袖 口?壬 22.4 ①普通 ②燈色 ③砂粒、白色 外面 口縁部~頚部横撫で、胴部箆削り。
饗 底径一 磯微量混入 ④口縁部~胴部下 内面 口縁部~頚部横撫で、胴部箆撫で。

器高<24.1> 位 3/4

6 士師器 口径(11.4) ①普通 ②にぶい褐色 Q:砂 外面 口縁部~頚部横撫で、胴部箆削り。

窪 底径 粒・雲母微量混入 ④口縁部~内面 口縁部~頚部横撫で、胴部箆撫で。
器高 <4.5>目岡部上位破片

7 瓦 竃 長さく11.3> ①良好/弱還フE ②灰白色 ③ 上面箆撫で。

丸瓦 幅 <3.8> 黒色粧混入 ④破片 下面布目。
厚さ 1.4 重さ 41. 6 g。

第7表 H3号住居士止出土遺物観察表

④H4号住居祉(第19・20図、第8表、 PL. 2) 

位置調査区西端、 2Gグリッド他に位置する。南東部分がH5住と重複する(本住居祉が新しい)。西側の

一部を撹乱に壊されている。 形状・特徴 方形基調と考えられる。東西不明×南北3.80m(推定)x深さ0.5

m。 カマド 東壁南寄りに付設されている。 遺物 須恵器坪・砥石・布目瓦等、比較的多くの遺物が遺存

部全体より出土している。 時期 8世紀後半から 9世紀初頭と考えられる。
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口口
000000 
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居番 屑名 色調 しまり 粘性
混入物

備考
RP I RB I YP I As~A I As-B I As-C炭化物陸士

1居 10YR3/1 黒褐色土 。ム ※※  ※×  X ※ ※ ※ 
2居 lOYR3/3 暗褐色土 。ム ム※ ム× xlt-. ※ ※ 

3鱈 10YR3/2 黒褐色士 3く 4 。ム ※※  ム× ×ム ※ ※ 

4閉 lOYR3!2 黒褐色土 4>3 。。ムム ※ x ×※  ※ ※ 
5田 lOYR3!4 時褐色土 。。ム※ ※×  ×※  ※ ム
6眉 7.5YR3/4 暗偽色土 。。ム※ ム× ×※  ※ 。
7眉 7.5YR4/3 褐色土 。。ム※ ム× X ※ ※ 。 カマドの覆土
8層 7.5YR3/3 暗掲色土 。ム ムム ※×  ×※  ※ ム
9居 5YR4/3 にぷい赤褐色土 ム 。ムム ※×  ×※  ※ 自
10居 lOYR2/2 黒褐色土 ム ム ※※  ※×  X ※ ※ ※ 

]貯穴¢詫f土
11間 1日YR4/2 灰黄褐色土 ム 。ムふ ※×  ×※  ※ ※ 

第19図 H4号住居土止実測図
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三EJK三以下仁ズ更正三三ヨ5

H-4号住居祉

番号 器種 出土位置 法量(cm)

l 須恵器 口径 12.0
釘= 底径 7.2 

器高 3.8 

2 須恵器 12区2層 口径 12.6
珂t 底径 7.6 

器高 4.2

3 須恵器 口径(12.5)
珂t 底径 6.8 

器高 3.9 

4 須恵器 8区2層 口径(11.8) 
珂= 底径 (6.7)

器高 3.5

5 須恵器 8区1層 口径(10.4)
珂= 底径 (7.g) 

器高 4.0

6 須恵器 口径

碗 底径 8.2 
器高く2.2>

7 須恵器 8区2層 口f圭(12.4)
蓋 摘み径

器高く2.D 

8 土師器 口径(22.0)
護 底径

器高<13.g> 

9 土師器 口径(20.6)
護 底径

器高く10.4>

10 土師器 勾瞳司 口径(20.2)

斐 底径一

器高く4.4>

11 瓦 長さく7.4>
平瓦 中高 <5.2> 

厚さ 1.3 

¥ 
¥ 

一、-一、---

三λ?J 訓
除齢蜘〈ぶ;rJ 

:又Cここ〉コ一二一 11 

。 1:4 

第20図 H4号住居士止出土遺物

①焼成②色調③胎土④残存 成・整形技法の特徴

①良好/還元 ②灰色 ③砂 外面線櫨成形、底部箆起こし。

粒、白色粒若干混入 ④完形 内面離櫨成形。

やや歪み有り。

①普通/還冗 ②灰白色 ③砂 外面 擁櫨成形、底部回転糸切り後箆撫でワ(不明瞭)。

粒混入 ④ほぼ完形 内面糠櫨成形。

①普通/還元 ②灰白色 a:砂 外面 車産櫨成形、底部回転糸切り。

粒混入④2/5 内面駿櫨成形。

①良好/還元 ②灰色 ③砂粒 外面韓櫨成形、底部箆削りに

混入 ④1/8 内面犠穂成形。

①普通/還フE ②灰色 ③砂粒 外面磯櫨成形、底部回転糸切り。

混入④1/5 内面犠櫨成形。

①良好/還元 ②灰色 a:砂 外面擁櫨成形、底部回転糸切り。荷台貼り付け。

粒、白色粒若干混入 ④底部 内面糠櫨成形。

1/8 

①普通/還元 ②灰色 @砂粒 外面糠櫨成形、甲部上半回転箆削り。

混入 ④甲部破片 内面擁櫨成形。

①普通 ②燈色 a:砂粒、白色 外面 口縁部頚部横撫で、月同部箆削り。

粒若干、雲母微量混入 ④口縁 内面 口縁部~頚部横撫で、胴部箆撫で。

部~目岡部中位 1/10

①普通 ②桜色 a:砂粒、雲母 外面 口縁部頚部横撫で、胴部箆削り。口辺部に指頭圧痕有

若干混入 ④口縁部~胴部中位 り。

1/10 内面 口縁部~頚部横撫で、胴部箆撫で。

①普通 ②にぶい樺色 ③砂 外面 口縁部~頚部横撫で、胴部箆削り。

粒、雲母微量混入 ④口縁部~内面 口縁部~頚部横撫で、胴部箆撫で。

胴部破片

①良好/還元 ②灰色 ③白色 上面布目。

粒混入@破片 下面縄目叩き。

重さ 49.3 g 。

第8表 H4号住居土止出土遺物観察表
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⑤H5号住居祉(第21・22図、第9表、 PL. 3) 

位置調査区西端、 3Gグリッド他に位置する。西側老後出するH4住に、南北を撹乱に壊されており、遺

存状況は不良である。 形状・特徴方形基調と考えられる。東西不明×南北4.00m(推定)x深さ0.45m。

床面は著しく硬化している。 カマド 東部に焼土が集中する部分があり、南東コーナー付近には貯蔵穴と

考えられる土坑も確認されているため、東壁やや南寄りに付設されていた可能性が高い。 遺物 遺存状況

が不良であり、遺物出土量は少ない。 時期 8世紀と考えられる。
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H-5号住居祉

第21図 H5号住居士I土実測図

。 1:4 
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4 

第22図 H5号住居士止出土遺物

¥矧「f

番号 器種 出土位置 法量(cm) ①焼成②色調③胎士④残存 成・整形技法の特徴

1 士師器 口径(27.2)①普通 ②燈色 ③砂粒、雲 外面 口辺部横撫で、体部箆削り。

鉢 底径一 母・片岩若干混入 ④口縁部~内面 口辺部横撫で、体部箆撫で。

器高<10.1> 体部中位1/8

2 須恵器 口径 ①良好/還元 ②灰色 ③砂 外面平行叩き?自然利付着。

護 底径 粒、黒色粒若干混入 ③月岡部破 内面青海波文。

器高一 片

3 須恵器 4区1層 口径 ①良好/還冗 ②灰色 ③砂粒 外面平行叩き。

窪 底径 混入 ④胴部破片 内面平行叩き。
器高

4 須恵器 2区l層 口径 ①良好/還元 ②灰色 ③砂 外面掻き目。

窪 底径 粒、黒色粒微量混入 ④』阿部破 内面撫で?。
器高 片

第9表 H5号住居士止出土遺物観察表
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⑥H6号住居士止(第23・24・25図、第10表、 PL. 3) 

位置調査区西寄り、 3Fグリッド他に位置する。旧校舎のコンクリート基礎により、北西部分が大きく壊

されている。 形状・特徴方形基調と考えられる。規模は不明。深さ0.7m。 カマド東壁に付設され

ている。 遺物 遺存状況が不良であり、遺物出土量は少ない。カマド及び南東コーナー付近より須恵器皿・

費、土師器聾等が出土している。 時期 8世紀末から 9世紀前半と考えられる。
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第23図 H6号住居士止実測図
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第24図 H6号住居士止出土遺物(1 ) 
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重量分布
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第25図 H6号住居士止出土遺物 (2) 
H-6号住居士止
番号 器種 出土位置 法量(cm) a:焼成②色調③胎土④残存 成・整形技法の特徴

1 須恵器 貯蔵穴 口f圭 12.0 ①普通/還元 ②灰色 ③砂 外面戟櫨成形、底部回転糸切り。両台貼り付け。
皿 12区3層 底径 7.0 粒、白色粒・石英微量混入 ④ 内面 車産纏成形。

器高 2.2 ほぼ完形 流れ込みか。

2 須恵器 口径(16.2)①普通/還元 ②灰白色 Q:砂 外面糠櫨成形、甲部上半箆削り。摘み貼り付け。
蓋 摘み径 4.2粒混入 ④3/4 内面貌櫨成形。

器高 3.4

3 土姉器 竃 口径 19.8 ①普通 ②燈色 ③砂粒混入 外面 口縁部~頚部横撫で、胴部箆削り。
護 底径 ④口縁部~胴部下位 2/5 内面 口縁部~頚部横撫で、胴部箆撫で。

器高<21.2> 

4 土師器 竃 口幸圭 20.0 ①普通 ②樫色 ③砂粒、磯若 外面 口縁部頚部横撫で、胸部箆削り。

墾 底径 干混入 ④口縁部~胴部下位 内面 口縁部~頚部横撫で、胴部箆撫で。
器高く19.8>2/5 

5 須恵器 竃 口径(32.0)。普通/還元 ②灰白色 @砂 外面磯纏成形。
護 底径 粒、黒色粒若干混入 ④口縁部 内面犠櫨成形。

器高<10.3>~胴部上位破片

6 須恵器 8区1]言 口径 ①普通/還元 ②灰色 ③砂 外面胴部遺存部全面に自然紬付着、底部調整不明。

窪 底径(15.9)粒・黒色粒、機若干混入 ④胴 内面箆撫で。
器高く9.6>部下位~底部破片

7 瓦 括 長さく5.6>①良好/還元 ②灰色 ③黒色 上面布目。
平瓦 幅 く4.2>粒若干混入 ④破片 下面箆撫で。

厚さ 1.2 重さ 32.0 g。

8 瓦 十首 長さく4.2>①良好/還元 ②灰色 ③黒色 上面箆撫で。
丸瓦 幅 く4.6>粒若干混入 ④狭端部破片 下面布目。

厚さ 1.0 重さ 22.0 go 

第10表 H6号住居士止出土遺物観察表
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第26図 H7号住居士止実測図(1 ) 
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⑦H7号住居祉(第26・27・28図、第11表、 PL. 3) 

位置調査区中央北、 7Dグリッド他に位置する。東西そ撹乱に壊されている。 形状・特徴方形基調

と考えられるが、詳細は不明である。深さO.45m。 カマド東壁に付設されている。 遺物須恵器坪・

碗等が出土している。 時期 8世紀末から 9世紀初頭と考えられる。

A~A' B~B' 

田番 居名 色調 しまり 粘性
混入物

備考
RP 田 yp IAs~AI As-BIAs-C炭化物時土

1居 lOYR4/1 褐灰色土 ム ※ ※※  ※※  ※※  ※ ※ コンクリート片を多数宮む

2居 10YR3/2 黒褐色土 。ム ※※  ム x ×※  ※ ※ 
3層 lOYR3/1 黒褐色土 。。※※ ム X ×※  ム ※ 

4眉 7.5YR3/3 暗侮色土 。。ムム ム× ×※  ム ム

5居 lOYR4!3 にぷい貧褐色土 。。ム O ※×  ×※  ※ ※ 
6居 7.5YR3/Z 黒褐色土 。0 ム ※※  X I X ※ A ム
7層 5YR3/3 目音赤褐色土 ム 0 ム ※ム X I X ※ム

ム0 1 1ヵマド覆土8眉 2.5YR4!4 にぶい赤褐色土 ム 。。ム※ X I X ※ム

9眉 2.5YRS/6 明赤褐色土 ム 。。ム※ X I X ※※  。J
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H-7号住居祉

重量分布
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第27図 H7号住居士l上実測図 (2) 
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。 1:4 20cm 

第28図 H7号住居土止出土遺物

番号 器種 出土位置 法量(cm) ¢焼成②色調③胎土④残存 成・整形技法の特徴

l 須恵器 口径~ 13.0 ①良好/還元 ②灰色 cr砂 外面鞍纏成形、底部回転糸切り。
珂三 底径 7.0 粒、軍事若干混入 ④完形 内面糠纏成形。

器高 3.2 

2 須恵器 口主主(12.2)①普通/還元 ②灰白色 ③砂 外面鞍纏成形、底部回転糸切り。
珂= 底径 7.5 粒、黒色粒若干混入 ④3/5 内面磯櫨成形。

器高 3.3 

3 須恵器 口径 12.2 ①良好/還万 ②灰色 cr砂粒 外面磯櫨成形、底部回転糸切り。 部に自然紬付着。
珂て 底径 7.0 混入 ④ほぼ完形 内面糠櫨成形。

器高 3.2 

4 須恵器 15区1層 口径(17.3)①普通/還元 ②灰色 @砂 外面擁櫨成形、底部回転箆切り?。向台貼り付け。 部に自然
碗 底径(11.4) 粒、黒色粒混入 ④1/4 利付着。

器高 7.0 内面擁糠成形。

5 瓦 長さく4.0>①良好/還元 ②灰色 ③白色 上面箆撫で。
丸瓦 隠 く8.8>粒若干・砂粒混入 @狭端部破 下面布目。

厚さ 1.7 片 重さ 84.3 g 0 

第11表 H7号住居祉出土遺物観察表
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⑧H8号住居祉(第29・30図、第12・13表、 PL. 3) 
位置調査区中央北、 8Dグリッド他に位置する。西側の一部を撹乱に壊されている。 形状・特徴方形基調

と考えられるが、詳細は不明。深さ0.55m。 カマド 東壁に付設されている。焚き口の構築に用いられたと考

えられる砂岩が出土している。 遺物 須恵器坪・蓋、土師器坪・護等が出土している。 時期 7世紀後半と

考えられる。

(z; 
カマド

A 

. 
A' 

B r-B' 
165. 3m 

一ててloSJ
¥ 2 ヂP

B B' 
165.6m 

J 
A~A' 

屑番 居名 色調 しまり 粘性
RP I RB yp As~C 炭化物 斑土

帽考

1眉 lOYR4/1 褐灰色土 ム ※ ※※  ※※  ※※  ※ ※ 

2眉 lOYR2!1 黒色土 。 。 ※※  ※×  ×※  ※ ※ B下の黒色土

3層 lOYR3!1 黒褐色土 3 >13 。 ム ム※ ※ x ×※  ※ ※ 
4屑 lOYR4!2 灰賞褐色土 。 。 ム A ム× ×※  ※ ※ 

6居 lOYR4!3 にぶい黄褐色土 。 。 0 ム ※×  ×※  ※ ム

6居 10YR3!3 暗褐色土 。 。 ム※ ※×  ×※  ※ ム

7層 10YR3/2 黒褐色土 7>8 。 。 ム※ ※×  ×※  ※ ム

8屑 lOYR3/2 黒褐色土 8<7 。 ム ※※  ※×  ×※  ※ ※ 

9居 7.5YR3/2 黒品色土 。 ム ム※ ※×  ×※  ※ ム

10眉 7.5YR3/3 暗褐色土 ム 。 。※ ※×  ×※  ※ 。

II屑 7.5YR3/4 暗褐色土 ム 。 0 ※ !o I x ×※  ム 。

12眉 5YR4!4 にぶい赤褐色土 ム 。 0 ※ ※×  ×※  ※ 。

13層 lOYR3!1 黒褐色土 13く 3 。 ム ※※  ※×  ×※  ※ ※ 

第29図 H8号住居祉実測図

ミヰ71 足早~

A 
165.6m 

擾
舌L;---9' 10 

I 11 I 12 r-----' 

I 15/16 J 

布
戸
十
|
」
ahat

分

層

一

旦
塁

1

↑

重

2層

カマド・.........
貯蔵穴国圃・

•••••••• 口口口口口口口口口。00000。

01:  1202m 

。 1:6日 2m 

同三7， c;;;;E-d4 ~5 

「一「
第30図 H8号住居士止出土遺物

H-8号住居祉

で
1:4 20cm 

番号 器種 出土位置 法量(cm) ①焼成②色調③胎士④残存 成・整形技法の特徴

土師器 口f圭 10.2 ①普通 ②燈色 ~砂粒、雲母 外面 口辺部横撫で、体部箆削り。
杯 底径 微量混入 @ほぼ完形 内面横撫で。

器高 3.0

2 土師器 貯蔵穴 口径 10.6 ¢普通 ②にぶい樺色 ~砂粒 外面 口辺部横傑で、体部箆削り。
亦 底径 混入 ④2/3 内面横撫で。

器高 3.2 

3 土師器 貯蔵穴 口径(10.8)①普通 ②櫨色 ~砂粒混入 外面 口辺部横撫で、体部箆削り。
杯 底径 ④1/2 内面横撫で。

器高 3.4 

4 須恵器 貯蔵穴 口径 8.6 ①良好/還元 ②灰色 @:砂 外面 車産櫨成形、底部箆切り後、体部下位~底部外周付近回転箆
杯 底径 粒、石英若干混入 @ほぼ完形 削り。 部に自然紬付着。

器高 2.6 内面線櫨成形。

第12表 H8号住居祉出土遺物観察表(1) 
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H-8号住居社

5 須恵器 貯蔵穴 口径 9.6 ①普通/還元 ②灰色 ③砂粒 外面糠纏成形、甲部上半回転箆削り。
主z主5 摘み径 混入 ④ほぼ完形(摘み欠損) 内面穣櫨成形。

器高 1.6 

6 士師器 口径(15.0)①普通 ②にぶい燈色 ③砂 外面 口縁部 頚部横撫で、目同部箆削り。
護 底径 粒、片岩若干混入 ④口縁部~内面 口縁部~頚部横撫で、服部箆撫で。

器高く12.6>胴部下{立 4/5

7 土師器 申亙亘 口径(25.2)①普通 ②にぶい樺色 ③砂 外面 口辺部横撫で、目同部箆削り。
護 底径 粒、片岩・雲母少量混入④口 内面 口辺部横撫で、月同部箆撫で。

器高 <5.1>縁部~胴部上位破片

第13表 H8号住居士止出土遺物観察表 (2) 

⑨H9号住居吐(第31・32図、第14表、 PL. 3) 

位置調査区中央、 9Eグリッド他に位置する。南側を撹乱に壊されている。 形状・特徴方形基調と考えら

れるが、詳細は不明。遺存部分においては、浅い壁周溝が巡る。深さO.lmo 撹乱との境界で検出された土坑は本

住居祉に伴うものと判断した。 カマド遺存部分においては検出されていない。 遺物 遺存状況が不良であり、

全体的に遺物出土量は少ない。須恵器坪等の破片が少量出土している。 時期 8世紀と考えられる。

~~I 

E
4
v
.
山
由
」
[

〈

日三ーコ
嘩聾伊

H-9号住居祉

重量分布

l層

。

第31図 H9号住居士止実測図

、ニゴ=c=二グ2

。 20cm 1 :4 

第32図 H9号住居士止出土遺物

番号 器種 出土位置 法量(c皿) ①焼成②色調③胎土④残存 成・整形技法の特徴

1 須恵器 1区l層 口千圭(14.0)①普通/還7e ②灰色 ③砂粒 外面犠櫨成形、体部下位~底部箆削り。
珂t 底径 (9.8)混入 ④1/10 内面糠櫨成形。

器高 <3.3>

2 須恵器 1区l層 口径 ①普通/還フE ②灰色 ③砂粒 外面底部回転糸切り。
珂て 底径 (8.0)混入 ④体部中位~底部破片 内面一部に自然利付着。

器高<1.6> 

3 須恵器 口径 ①還元 ②灰色 ③白色粒・黒 外面箆削り。自然勅付着。

窪 底径 色粒混入 ④胴部破片 内面 車産櫨成形。

器高

第14表 H9号住居士i上出土遺物観察表
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⑮H10号住居士止(第33・34図、第15表、 PL. 3) 

位置 調査区中央やや東寄り、 10Eグリッド他に位置する。東西に撹乱があり、一部を調査したのみである。

5号土坑.H 11住と重複する。本住居祉の方が5号土坑より旧い。 H11住との新旧は不明。 形状・特徴

方形基調と考えられる。東西不明×南北3.15mX深さO.5m。床面は比較的顕著に硬化が認められた。 カマ

ド 遺存部分においては検出されていない。 遺物 遺存状況が不良であり、全体的に遺物出土量は少ない。

須恵器杯・嚢等が少量出土している。 時期 8世紀後半と考えられる。
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第33図 H10号住居土止実測図
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第34図 H10号住居士止出土遺物
H-10号住居社

番号 器種 出土位置 法量(cm) ①焼成②色調③胎士④残存 成・整形技法の特徴

l 須恵器 11区1層 口径(11.6) ①普通/還元 ②灰色 cr砂 外面磯櫨成形、底部箆切り。一部に自然稀付着。
土不 底径 (9.2)粒、黒色粒若干混入 ④1/5 内面犠櫨成形。

器高 4.0

2 須恵器 11区l層 口径 ①良好/還:n; ②暗灰色 cr砂 外面 糠櫨成形、底部箆切り。両台貼りイ寸け。 部に自然粕付
碗 底径 (7.2)粒混入 ④体部中位~底部1/4 着。

器高く3.5> 内面磯櫨成形。

3 須恵器 11区l層 口径 ①還冗 ②灰色 ③白色粒・黒 外面犠櫨成形、底部回転撫で。
長頚壷 底径(11.5) 色粒混入 ④底部~高台部 1/6内面擁櫨成形。

器高

4 須恵器 6区1層 口径一 ①普通/還元 ②灰色 ③砂粒 外面平行叩き。

窪 底径 混入 ④服部破片 内面青海波文。
器高

5 須恵器 口径一 ①普通/還フE ②灰白色 cr砂 外面掻き目。
壷 底径一 粒混入 ④胴部破片 内面撫で。

器高
一」ー 一

第15表 日10号住居士止出土遺物観察表
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⑪H 11号住居吐(第35図、 PL. 3) 

位置調査区中央やや東寄り、 10Eグリッド他に位置する。西側に撹乱があり、大部分が壊されている。

形状・特徴方形基調と考えられるが、詳細は不明。深さO.65m。 カマド 遺存部南端に焼土が認められる。

東壁に付設されていた可能性がある。 遺物 出土遺物なし。 時期 出土遺物が無く不明であるが、古代

の所産である可能性が考えられる。

(j[ 
撹乱

A 

一〆 土焼

。
1:60 2m 

第35図 Hll号住居士止実測図

⑫H12号住居吐(第36・37・38図、第16・17表、 PL. 3) 

位置調査区西寄り北端、 4Eグリッド他に位置する。 l号土坑・ 2号集石・ H13住と重複し、いずれの遺

構より本住居祉が旧い。 形状・特徴方形基調と考えられる。東西4.4m (推定)x南北不明×深さ0.45m。

カマド 東部に焼土・ローム土が集中する部分があり、その南東に貯蔵穴と考えられる土坑が確認されて

いる。これらの点から、東壁に付設されていたものが、 H13住により壊されたと推定される。 遺物 須恵

器坪・碗、土師器坪・斐等が出土している。 時期 8世紀前半と考えられる。
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第36図 H12号住居土l上実測図(1 ) 
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番号 器種 出土位置 法量(cm) ①焼成②色調③胎土④残存 成・整形技法の特徴

l 土師器 l区2層 口径 12.4 G普通 ~燈色 @砂粒混入 外面 口辺部横撫で、体部箆削り。
珂= 5区2層 底径 @3/4 内面 口辺部横無で、体部箆撫で?。

器高 3.5 

2 土師器 口径 17.8 ①普通 ②樺色 ③砂粒、黒色 外面 口辺部横撫で、体部箆削り。

杯 底径一 粒若干、雲母微量混入 ④1/2 内面 口縁部~体部中位横撫で、体部下位箆撫で。
器高 4.3

3 須恵器 14区2層 口径 13.4 ①普通/還元 ②灰白色 ③砂 外面糠纏成形、箆起こし後、底部~体部下位回転箆削り。
杯 15区3層 底径 9.5 粒、黒色粒若干混入 ④ほぼ完 内面磯櫨成形。

器高 3.8 形

H12号住居社出土遺物第38図
H-12号住居枇

H12号住居士止出土遺物観察表(1 ) 
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H-12号住居祉

4 須恵器 l区2層 口径 13.3 ①良好/還克 ②灰色 ③砂 外面糠櫨成形、体部下位~底部箆自IJり。
均Z 底径 9.7 粒、黒色粒・白色粒若干混入 内面糠櫨成形。

器高 3.4 ④ほぼ完形

5 須恵器 口径 ①良好/還冗 ②灰色 @砂粒 外面糠纏成形、底部箆削り。向台貼り付け。
碗 底径 11.4 混入 ④体部下位~底部1/4 内面磯櫨成形。

器高く2.0>

6 須恵器 1区l層 口径 ①良好/還7G ②灰色 ③砂 外面擁櫨成形、底部箆削り。向台貼り付け。

碗 2区l層 底径 12.8 粒、白色粒微量混入 ④体部下 内面擁櫨成形。
器高く2.8>位~底部 1/5

7 土師器 竃 口径 ①普通 ②燈色 ③砂粒混入 外面箆削り。
警 4Fグリッド 底径 ④胴部中位~下位1/10 内面箆撫で。

器高<16.7>

8 須恵器 口径 ①還克 ②灰色 ③白色粒混入 外面擁犠成形。
提瓶 底径 ④胴部破片 内面糠櫨成形。

器高

第17表 H12号住居士止出土遺物観察表 (2) 

⑬H13号住居牡(第39・40図、第18表、 PL. 4) 

位置調査区西寄り北端、 5Eグリッド他に位置する。 H12住・ l号集石と重複し、本住居祉が 1号集石より

旧く、 H12住より新しい。 形状・特徴方形基調と考えられる。東西4.5m(推定) x南北不明×深さO.4m。

カマド 遺存部分においては検出されていない。 遺物 須恵器坪・蓋・妻、土師器坪等が比較的多く出土

している。また、南壁中央付近では編み物石がまとまって出土している。 時期 8世紀前半と考えられる。
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H13号住居士止実測図
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モb

日 。 1 :4 20cm 

第40図 H13号住居土l上出土遺物

H-13号住居土l上

番号 器種 出土位置 法量(cm) ①焼成(g色調③胎土④残存 成・整形技法の特徴

1 土師器 貯蔵穴 口径(13.0)①普通 ②燈色 ③砂粒混入 外面 口辺部横撫で、体部箆削り。
主不 底径 ④1/2 内面 口辺部横撫で、体部箆撫で。

器高 3.4

2 土師器 口径 14.3 ①普通 ②樫色 ③白色粒混入 外面 口部横撫で、体部~底部箆削り。
均二 底径 9.9 ④9/10 内面 口縁部~体部横撫で後放射状暗文、底部螺旋状暗文。

器高 4.5

3 土師器 14区l層 口径 15.0 ①普通 ②燈色 ③砂粒混入 外面 口辺部横撫で、体部箆削り。
杯 15区2層 底径 ④3/5 内面 口縁部~体部上位横撫で、体部中位~下位撫で。
I号集石 器高 4.6

4 須恵器 口径 12.2 ①良好/還元 ②灰色 ③砂 外面鞍櫨成形、体部下位~底部箆削り。
珂= 底径 8.6 粒、黒色粒若干混入 ④ほぼ完 内面較纏成形。一部に自然紬付着。

器高 3. 1 汗手

5 須恵器 9区l層 口f圭 17.8 ①良好/還元 ②灰色 ③砂 外面 車産纏成形、底部箆削り。向台貼り付け。一部に自然紬付
碗 底径 13.6 粒、黒色粒・磯若干混入 着。

器高 4.7 ④1/4 内面糠櫨成形。

6 須恵器 l[玄2層 口径(16.6)①普通/中性 ②にぶい燈色 外面擁櫨成形、甲部上半箆削り。
芸皿 摘み径 cr砂粒混入 ④1/3 内面糠櫨成形。

器高 <2.5>

7 須恵器 口径 ①普通/還冗 ②灰白色 cr砂 外面平行叩き後、掻き目。
翠 底径 粒混入 @胴部破片 内面青海波文。

器高

B 砥石 長さ13.2 幅5.6 厚さ5.2 重さ669.9g

第18表 H13号住居士止出土遺物観察表

(2)土坑

古代の所産と推定される土坑は2基検出された。

①2号土坑(第41・42図、第19表、 PL. 4) 

調査区東寄り 12Bグリッドに位置する。北半が調査区外となるため、詳細については不明。検出部分は半

円形であり、北壁断面より深さはO.4m程と推定される。断面は椀状を呈する。出土遺物より 10世紀代の所産

と考えられる。
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第41図 2号土坑実測図
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第42図 2号土坑出土遺物

番号 器種 出土位置 法量(cm) ①焼成②色調③胎土④残存 成・整形技法の特徴

1 須恵器 括 口径一 ①やや良好/還フE ②灰白色 外面 車産櫨成形、底部回転糸切り。荷台貼り付け。

碗 底径 6.5 ③砂粒混入 ④体部下位~底部 内面糠櫨成形。
器高 <3.D 

2 土師器 括 口f圭(22.2)①普通 ②にぶい燈色 ③砂 外面 口縁部~頚部横撫で、胴部箆削り。
蚤 底径 粒、磯若干混入 ④口縁部~綱 内面 口縁部~頚部横撫で、胴部箆撫で。

器高く14.4>部中位破片

3 須恵器 一括 口径(21.6) ①普通/酸化 ②にぶい燈色 外面 糠櫨成形、鍔員占り付け。

羽釜 底径一 ③砂粒、石英若干混入 ④口縁 内面擁櫨成形。

器高<12.1> 部~胴部破片

第19表 2号土坑出土遺物観察表

②6号土坑(第43・44図、第20表、 PL. 4) 
調査区中央付近8Fグリッドに位置する。平面は一辺0.7m程の隅丸方形を呈する。断面は不整形であり、深

さは最大約O目25mで、ある。出土遺物より 8世紀後半の所産と推定される。

通:よりr
づ~

。

己主J

1 :60 2m 1:4 20cm 。
第44図 6号土坑出土遺物6号士坑実測図

成・整形技法の特徴

擁櫨成形、底部箆削り。
擁櫨成形。一部に自然紬付着。

第20表 6号士坑出土遺物観察表
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第3節中世~近世
(1)溝

①l号溝(第45図、 PL. 4) 

調査区中央東寄り 11Cグリッド他に位置する。南側が撹乱により壊されているので、検出されたの

は約5mで、ある。北壁土層断面で、は上幅4.6m、深さ2.3mを計る大規模な溝で、あるO 断面は逆三角形(薬

研堀状)を呈する。覆土中位以下にロームブロックが混入する。人為的に埋められている可能性が考え

られる。出土遺物・覆土より中世~近世の所産と考えられる。

(五

A~A' 

用番

1閉 lOYR4!1 

2層 lOYR3!3 

3用 lOYR3!2 

4国 lOYR4!4 

δ眉 5YR4!4 

6眉 lOYR3!2 

7田 lOYR3/3 

8眉 10YR4!3 

9回 10YR6!6 

10眉 lOYRZ/l 

11居 lOYR3/1 

12眉 10YRZ/3 

13眉 10YR4/2 

I<l眉 IOYR4/2 

15居 10YR4/6 

16眉 IOYR3/4 

17厄 lOYR4/1 

18層 10YR2!1 

19府 lOYR3/3 

A 

A 
165.4m 

府名

褐灰色土

暗褐色土

謀術邑士

褐色土

にふい赤褐色土

黒褐色土

暗f白色士

に'"い黄禍色土

明黄縄色土

黒色土

黒椙色土

黒褐色土

灰策18色土

灰黄褐色土

?呂色土

日昔褐色土

褐灰色土

-"色土

暗褐色士

色調 しまり

1 >17 ム

2> 7 >19 ム

3く6 ム

ム

ム

6>3 ム

2> 7 >19 ム

ム

。

10>18 ム

。

。

13くI<l ム

14>13 ム

ム

。

17く1 ム

18く10 。

19く7く2 。

1 

1 

混入物

16 

1 

2 

粘性
RP I RB I i'P IAs~AI^s~BI As-C炭化物焼土

ム※ ※※  ム※ ※※  * コンクリ ト片等吉む
ムム ※ム ム※ ※※  ※ 

ム※ ※※  ム A ※※  ※ 

ムム ムム ※※  ※※  ※ 

ムム ※ム ※※  ※ 0 ム

ム※ ※※  ム※ ※※  ※ 

ムム ※※  ※※  ※※  ※ 

ム※ ムム ムム ※ム ※ 

。 。 。※ ※※  ※※  ※ 

ム※ ※〉く ※※|※  ※※  

0 ※ ※※  ※ム ※※  ※ 

ムム ム※ ※ム ※※  ※ 

。ム 。※ ※ム ※※  ※ 

。ム ム※ ※ム ※※  ※ 

。 。 。※ ※ム ※※  ※ 

0 ム ム※ ※※  ※※  ※ 

ム ※※  ※×  ム※ ※ 

※※ 蒔にとっての地山。 ※※  ※×  ×※  ※ 

01[:，※ム xI x ※※※ j 

第45図 1号j奪実測図
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②2号溝(第46図、 PL. 4) 

調査区東端14Bグリッド他に位置する。 H1住と重複し、本遺構が新しい。一部を調査したのみであり、

形状・深さ等の詳細は不明。覆土・重複関係より中世~近世の所産と考えられる。

(A A A' 

(2)土坑

①1号土坑(第47図、 PL. 4) 

A~A' 

眉番

1眉 IOYR4/1 

2屑 7.5YR2/3 

3目 7.5YR2/2 

4眉 IOYR3/2 

5閉 7.5YR2/3 

6閉 7.5YR2!2 

7用 IOYR3!3 

8用 IOYR4!3 

9層 lOYRZ/2 

10居 10YR2/1 

居名

椙灰色土

憾日音褐色土

黒褐色土

黒褐色土

匝暗褐色土

黒褐色土

時褐色土

A 
166.0 

色調

2く 5

3>6 

5>2 

6く 3

にぶい黄f白色土

黒褐色土

黒色士

第46図 2号溝実測図

A' 

しまり 粘性
混入物

備考
RP I RB I YP I As-A I As-B I As-C炭化物焼土

ム ム ※※  ※ O ※※  ※ 。ム A ※ ム β ※※  '" ※ 。ム ムム ム!ム ※※  ※ ※ 
ム ム ※※  ※ム ※※  ※ ※ 。ム ム※ ム※ ※※  ※ ※ 
ム ム ムム ム※ ※※  ※ ※ 

ム ム ム※ ※※  ※※  ※ ※ 

※ ※ ※※  ※※  ※※  ※ ※ 

ム ム ※※  ※※  ※※  ※ ※ 。ム ※※  ※×  ×※  ※ ※ 21梓にとっての地山

。 1 :60 2m 

調査区西寄り 4Fグリッドに位置する。日12住と重複し、本遺構の方が新しい。平面は隅丸長方形を呈し、

長軸2.2m、短軸1.25m、深さO.25mで、ある。断面は皿状又は箱状を呈する。覆土・重複関係より中世~近世の

所産と推定される。

ー
当〉

σコ

ご 守1
重量分布
1層

4ヨ
A' 

/ I ム/I 

A A' 2m 

2m 。 1 :60 
1 三戸7一165.6m 

第47図 1号士坑実測図
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②3号土坑(第48図〉

調査区中央西寄り 6Eグリッドに位置する。調査区の関係上一部分のみの調査である。また、底面まで完掘

していないので詳細については不明。覆土より中世~近世の所産と推定される。 4号土坑と規模・断面形状・

覆土等が近似しているので、同時期の所産である可能性が考えられる。

(j; 
A A' 

A~A' 

府番 町名 色調 しまり 粘性
i品入物

備考|
RP ¥ RB ¥ YP ¥As-A¥As-B¥As-C民化物焼土

1回 IOYR4/1 得灰色 t 1>2 ム ※ ※※  '"※ ※※  ※ ※ 

2層 lOYR4/1 掲脱色土 2く 1 ム ム ※※  ※※  ム※ ※ ※ 

3厄 10YR5/4 にふい黄褐色土 。。ム O ※※  A ※ ※ ※ 
4居 lOYR5/2 灰黄侮色士 4<5 ム ム ※※  ※※  ム※ ム ※ 

5屑 10YRS/2 灰策杷邑土 5>4 ム ム ※※  ※※  ム※ ム ※ 

6府 lOYR5!3 にふい黄褐色土 ム ム ム※ ※※  ム※ ※ ※ 

7閉 10YR4/2 灰黄褐色土 ム ム ムム ※※  ム※ ※ 持i

8間 IOYR3/1 黒筒色土 。。※※ ※※  ム※ ※|※  地山|

A 
165.0m 

A' 

16o 2m 
一二二二二二二二二ゴ

第48図 3号土坑実測図

③4号土坑(第49図、 PL. 4) 

調査区中央南寄り 8Fグリッドに位置する。調査区・撹乱の関係より、一部分が未調査である。また、時間

の関係上、底面まで完掘していない。平面は直径2m弱の円形、断面は確認部分においては措鉢状を呈し、 3

号土坑と規模・形状等近似する。覆土より中世~近世の所産と推定される。

JD/:|〉
、、
、

~h 
CJ 

。
1: 60 2m 

第49図 4号士坑実測図

④5号土坑(第50図)

調査区中央東寄り 10Eグリッドに位置する。 H10・Hll住と重複し、いずれの遺構より本遺構が新しい。

底部中央に肩平な醸2点が重なるように出土した。直径 1m弱のほぼ円形を呈し、深さは約O.4m。覆土に

As-B軽石を含むため、中世~近世の所産と推定される。

~ 

。
1 :60 2m 

第50図 5号土坑実測図
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(3)集石

① l号集石・ 2号集石(第51・52図、第21表、 PL. 4) 

l号集石は 5Eグリッド、 2号集石は4Eグリッドに位置する。どちらも直径2m程の範囲内に人頭大の

礁が集中して検出された。 l号集石はH13住と、 2号集石はH12住と重複し、いずれも集石遺構が新しい。

両遺構とも集石下に掘り込みは確認できなかった。 l号集石から石臼の破片が出土している。覆土・出土遺

物より中世~近世の所産と推定される。

?っ/
、
2号集石

第51図

第4節遺構外出土遺物
( 1 )縄文時代

叫が
1号集石

。
1 :60 2m 

と二土二土二二

1号・ 2号集石実測図

o 1:6 

第52図 1号集石出土遺物

成・整形技法の特徴

上臼1/3。軸受け穴、もの入れ穴、引き手穴一部残存。重さ3，600g。

第21表 1号集石出土遺物観察表

前期~中期の所産と考えられる土器が出土している。これらの土器の大半は、前期中葉の所産と考えられる。

以下、個別に説明する。

1 ~21の胎土には繊維が混入している。

1 ~6 は深鉢の口縁部である。 1 は波状口縁の深鉢である。口縁に並行するように、半載竹管による爪形

刺突を伴う平行沈線を巡らし、その上位に櫛歯状工具による縦位連続刺突を施している。 2は口縁部文様帯

に半蔵竹管による爪形刺突を伴う平行沈線を巡らしている。 3は半蔵竹管による平行沈線と櫛歯状工具によ

り斜位区画している。 4は半載竹管による爪形刺突を伴う平行沈線と、櫛歯状工具又は棒状工具による刺突

文を横位に巡らしている。その下位には半載竹管による爪形刺突を伴う平行沈線を斜位に施す。口唇部には

半載竹管による縦位連続平行短沈線を施している。 5・6は櫛歯状工具により口縁部文様帯を区画している。

5は縦位・斜位を組み合わせ、 6は斜位に区画している。

7~19は深鉢の胴部である。 7~9 は半載竹管による爪形刺突を伴う平行沈線により、横位・斜位の区画

を施している。 8・9は菱形の文様構成となる可能性がある。 10は半蔵竹管による連続刺突と縄文が施され

ている。 11はRL縄文を地文とし、半載竹管による平行沈線で横位に区画している。 12はLRとRLによる

羽状縄文を施し、その上位を半載竹管と隆帯により区画している。 13は一部に櫛歯状工具による刺突(?)

37 



を施している。 14には LR と RL の羽状縄文が施されている。 15~18には縄文が施されている。 15は LR

縄文、 16・17はL縄文と思われる。 18は摩滅により不明瞭だがLRとRLの羽状縄文か。 19はRL縄文を
施し、その上位に半載竹管による平行沈線で横位に区画している。深鉢の口縁部文様帯最下位部分の破片と

思われる。 20・21は縄文を施している深鉢の底部付近である。 20はL縄文、 21はLRとRLの羽状縄文で

ある。

22~24も深鉢の胴部であるが、胎土に繊維は含まれない。 22はやや幅広の半載竹管による爪形刺突を伴

う平行沈線を施している。 23・24は地文に縄文を施し、浅く幅広の凹線で区画している。

これらの土器のうち、 1 ~21は前期中葉のものであり、その大半は有尾式の範轄に収まると考えられる。

22は前期後葉諸磯b式か。 23・24は中期後葉加曽利E式である。
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第5章まとめ

今回の調査は、調査範囲が狭小で、あったことや、安中城Eの遺構遺存状況が不良であったことなどか

ら、城の全容解明には遠く及ばなかった。しかし、初めての安中城本丸付近においての調査であり、一

定の成果はあったと考えている。ここでは、今回の調査成果を時代ごとに総括し、若干の考察を加えな

がらまとめとする。

縄文時代

両遺跡とも遺構は検出されていないが、前期~中期の土器片が出土している。また、時期は断定でき

ないが、当該期のものと推定される石器も少量出土している。出土土器の大半は前期中葉有尾式期のも

のである。九十九川を眼下に臨むこの段丘上は、縄文時代の人々にとっても生活しやすい場であったの

だろう。過去の近隣地域における発掘調査でも前期~後期の遺物が一定量確認されており、一帯に小規

模集落が存在していた可能性が考えられる。

古代

安中城Eにおいて、奈良時代そ中心とした住居吐13軒が検出された。過去の周辺地域における調査

(地尻・地尻 E遺跡、地尻E遺跡、植松・地尻遺跡)でも、 7~9世紀そ中心とした住居祉が一定の軒

数確認されている。安中城の周辺地域は律令体制期の野後郷と想定されており、植松・地尻遺跡で確認

された大型掘立柱建物I止は郡家または駅家の可能性が指摘されている。今回の調査結果を併せみても、

本遺跡の周辺地域が、野後郷における中心的集落であったことは確実であろう。

中世~近世

安中城 Iの調査では、東西方向に 2本の試掘トレンチを入れた結果、大規模な堀・石組・土塁状遺構

が確認された。

北に位置する 1号トレンチで確認された堀はトレンチにほぼ直行するように北北西と南南東そ結ぶ方

向に構築されている。西側の立ち上がりが調査区外となるため全体規模は不明であるが、確認された部

分のみで上幅約10m、現地表面からの深さは4.5m/，t測る。底部はほぼ平坦で、平坦部は確認されただ

けで7.3mを超える。覆土にはローム土が多量に混入し、土層断面より西側から人為的に埋め戻してい

る可能性が考えられる。堀からは近世陶磁器のほか塀瓦・石臼・播鉢等が出土している。また、中世の

所産と考えられる遺物も若干確認されている。

南の 2 号トレンチは堀の確認面までの掘削にとどめたが、西側立ち上がり部分で、径30~50cm程度の

石を規則的に配置した石組が確認された。そして石組に西接し、ローム土と黒色土の版築による土塁状

遺構も検出されている。この石組・土塁状遺構の方向は、 1号トレンチで検出された大規模な堀とは若

干異なり、北西と南東を結ぶ方向に構築されている。この土塁状遺構は築地である可能性が考えられ、

絵図等の資料より近世安中城の本丸東端部の区画をなすものと推測される。トレンチ内からは近世陶磁

器等が出土している。

一方、安中城Eの調査においては、溝2条・集石遺構2基・土坑4基が確認された。調査区東寄りで

検出された 1号溝は、上幅4.5m、深さ2.3mの断面V字i犬を呈し、堀と言える程の規模である。一方、
2号溝は調査区東端で一部が検出されただけであり、規模・断面形状等不明である。両溝とも確認され

た部分は僅かであるが、ほぼ並行するものと考えられる。集石遺構・土坑は、その検出位置より近世安

中城の本丸内に構築されたものと考えられるが、機能・性格等については不明である。

さらに、平成20年度に安中小学校仮設校舎建設に先立ち実施した試掘調査では、 3条の溝・堀が確

認されている。このうちトレンチ東端部で確認された堀は、底部まで完掘はしていないが非常に規模の

大きい遺構であることが分かっている。また、この堀の覆土には、ローム土が多量に混入し、西側から

人為的に埋め戻している様子が看取できた。つまり、安中城 Iのl号トレンチで確認された堀の覆土と、

堆積状況が酷似しているのである。この覆土が酷似している堀を直線状に結んだ部分に、安中城Eの東

端部にある 2号溝が位置している。その位置関係より、この3条の堀と溝は同一の遺構である可能性が
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仔えられる。換言すれば、安'-11小学校般地.!uul制)1付近には、 l布北メ1向に大島』棋なII'U，¥j!状のりrtlが制挺され
ていたIIf能性が与えられるのである。この刷の性桝については、以下のf!l!rllから"'1

'
t立111城のH主代に機

能した、』以内に長い有地を分断するように榊鈍された抱l切である可能性がJうえられる。
l 近|並立'I'~ik:絵依!と、安'i 1城日 2f}トレンチで陥認された石組 ・上品状辿制を併せてJ7えてみると、
加54)文|の仙ii''1付近に本メLの1Mが存在すると判fi定される。 この仮説がIE しければ、 I'~.lヒJiI合!の|内線状

のt)tJ!は本丸I1-J/'1)1に{i'T.II'せすることになるため、近IItU巾城のものとは巧えにくい。

|二合I'fi性がri.]jい。

3 ~lfl の世上1"1一哨、ら、少日ではあるが

11 '1'1:の辿物が/1¥上している。

4 近IItの1)illとするにはλ腕脱すぎる

という脱II¥Jがま.Ilる。

おわりに

日以でもiLliべたように、今1''1の，Vo'J11:
は~M1明日間|の |見l係等から、t( " 1城に|民l
する |・分な資料が何られたとは1¥い雌
く、今後の)，'11辺地域の先制品111f.に香ね

られたI1*Jli!も多い。:t<11.1 ~pU，~J辺地域では、

.fJJイEでもりlil跡等の辿柿が脱却できる場

所がある。今後は、過去の周辺地域に

おける先制訓代成瓜のI'}検討とともに、

詳細11なfJl地制作の必J)i1"J:も組織している。
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